
徳島県立博物館の中期活動目標

平成１６年９月９日

徳島県立博物館



中期活動目標の目的

　徳島県立博物館（以下「県博」という。）は，「徳島県立博物館基本構想」（昭和59年１月）に基づいて設置された。この基本

構想には県博の基本理念と基本的性格が次のように示されており，これらが県博の活動の目標・指針となってきた。

＜基本理念＞

　①郷土に根ざし世界に広がる博物館－－徳島の自然，歴史，文化の資料を総合的に展示し，全国的・世界的なかかわりについて

も理解できる施設

　②開かれた博物館－－博物館の活動に県民のだれでもが参加でき，楽しみながら学び，考え，豊かな知識を高めることのできる

施設

　③研究を大切にする博物館－－学術的な調査研究，資料の収集を通して，常に新しい展示と情報を広く提供する施設

　④文化財を守り自然の保全をめざす博物館－－県民の貴重な文化的資料を永久に保管するとともに，文化財と自然の保護に努め

る施設

＜基本的性格＞

　①人文科学（考古，歴史，民俗，美術〈近代美術を除く〉）・自然科学（動物，植物，地学）の両者が有機的に結びついた総合

博物館とします。

　②収集保存，調査研究，展示，普及教育の４つの機能を備え，本県の文化，学術，教育及び生涯学習センターとしての役割を果

たします。

　③国内外の博物館，研究機関等と緊密な協力体制をとります。

　　また，文化の森総合公園に建設が予定されている民家資料展示場，植物園等の施設はもちろん，県内の博物館，博物館相当施

設，類似施設等と相互協力　

　し，その中核的博物館としての性格をもつものとします。

　これらの「基本理念」及び「基本的性格」は今でも県博の指針であることには変わりない。しかしながら，生涯学習社会の進展

等に伴う最近の博物館をとりまく状況の急速な変化に伴い，博物館に対して学校教育支援，社会貢献，博物館活動への県民参画等

の新たな課題への取り組みが求められるようになった。その一方で，財政状況の悪化による運営予算の削減，事業評価，公的施設

の運営の見直し等も進められている。こうした状況を踏まえ，「博物館の望ましい姿」についての議論に基づき県博が今後５年間

（平成１６年度~平成２０年度）に推進すべき活動の目標（中期活動目標）を明確にするとともに，活動の点検・評価を行う際の

評価指標を示して共有することとした。この目標に沿って計画的に活動を推進し，点検・評価を行うことにより，博物館活動の改

善・活性化を図ることとしたい。



中期活動目標の構成

　中期活動目標では，県博の果たすべき機能を従来の４つ（資料収集保存，調査研究，展示，普及教育）に新たに社会貢献，情報

の発信，マネージメント（経営）を加えた７分野に整理・区分し，それぞれに数項目の活動目標を掲げるとともに，活動を評価す

る際の評価指標，指標の目標値を設定した。各評価指標には，年次あるいは計画年度（５年）を通じての目標値を設けることが望

ましいが，博物館評価には必ずしも数的評価にはなじまない内容も多く含まれることから，全ての評価指標に目標値を設けるには

至っていない。今後，順次改訂して行きたい。

中期活動目標の推進方法

①中期活動目標は，博物館協議会での協議を経た上で公表する。

②それぞれの活動目標に基づき，館内で具体的な取り組みの年度・年次計画を立てて活動を行う。

③年度末に活動実績の評価指標に基づく自己点検・評価を行い，結果を年報やホームページに掲載するとともに，次年度以降の活

動計画に反映させる。

④活動実績および自己点検・評価の結果を博物館評議会に報告して議論していただき，外部評価意見として年報やホームページに

掲載するとともに，次年度以　降の活動の改善に役立てる。



1．資料の収集・保存と活用

  中期活動目標 項目 中期活動目標 内容 評価指標 指標 目標値 14年度実績 15年度実績

1-1 継続的 資料 収 資料収集方針 基 採集 購入 寄贈等 収蔵資料点数 2008年度末 50万点 445,811点 454,853点

集 継続的 収集 進 特色 寄贈資料件数 80件/年 77件 93件

行 受入図書冊数 雑誌類以外 400冊/年 419冊 339冊

1-2 寄託 受 入 促 県内 貴重 資料 安全 保管 展示公開 促進 新規寄託受入件数 10件/年 9件 12件

進 図 資料 寄託 受 入 促進

1-3 収蔵資料 収蔵資料 整理 登録 進 収蔵資料 収蔵資料 登録率 2008年度末 100

整備 整備 図 昆虫 植物 除

1-4 資料 適切 保管 収蔵庫 展示室 定期点検 資料 燻蒸等 収蔵庫等 点検回数 10回/年

収蔵資料 安全 保管 図

1-5 収蔵資料 活用 資料 特別利用 閲覧 撮影 出版物掲載 貸出 資料特別利用件数 50件/年 45件 40件

促進 等 収蔵資料 活用 図

1-6 常設展示室 資料 常設展示室 安全 資料 保存環境 確保 常設展示室空調改善 検

保存環境 改善 空調 除湿機能 付加 関係方面 働 討状況

1-7 収蔵 確保 将来 収蔵資料 増加 備 収蔵 確保 収蔵 確保 検討

検討 向 方策 探 状況

2．調査研究

  中期活動目標 項目 中期活動目標 内容 評価指標 指標 目標値 14年度実績 15年度実績

2-1 調査研究活動 強 調査研究方針 沿 課題調査及 分野別調査研究 課題調査実施状況 4件 外部 共同4 3件 外部 共同3

化 等 積極的 行 徳島県 自然史 人文科 個別調査研究 実施状況

学及 博物館学 中核 担 水準 維持

2-2 調査研究成果 公 研究報告 出版 学術論文 著述 学会発表 学術論文数 10本/年 5 研報6本 6 研報8本

表 等 調査研究成果 公表 展示 図書 雑誌等 一般著述 50本/年 48本 普及記事含 58本 普及記事含

普及教育活動 通 成果 活用 図 学会 研究会 発表 25回/年 26回 26回

2-3 外部研究機関等 他 博物館 大学 研究団体 学会等 連携 共同研究 数 10件/年 4件 課題調査以外 7件 課題調査以外

連携 推進 共同研究等 積極的 進

2-4 県民参画型調査研 調査研究活動 県民 参画 県民参画 県民参画型調査 実績 ｱｻｷﾞﾏﾀﾞﾗ ﾏｰｷﾝｸﾞ調査 ｱｻｷﾞﾏﾀﾞﾗ ﾏｰｷﾝｸﾞ調査

究 推進 型調査等 企画

2-5 外部資金 獲得 科学研究費補助金 民間 研究助成金等 外部資金 科研費申請 採択数 申請7 採択1件/年 0件 申請1 採択1 奨励

資料ᶍ収集᳂保存ᶎ᳀博物館ᶍ最ᶡ基本的ᶉ機能ᶆᵸᲿ様ᶉ方法ᶆ徳島及ᶒ関連ᵸᶪ地域ᶍ自然ᶣ歴史᳀文化ᶊ関ᵸᶪ資料ᶍ継続的ᶉ収集ᶱ行ᵣᶝᵸᲿᲽᲽᲽᲽᲽᶝᵾ᳀収蔵資料

ᶎ社会ᶍ公共的ᶉ財産ᶇᵶᶅ安全ᶊ保管ᵶ᳀次世代ᶊ伝ᵧᶪᶇᶇᶡᶊ᳀ᵼᶍ活用ᶱ図ᶩᶝᵸᲿ

調査研究ᶎ᳀博物館活動ᶍ学術的基盤ᶇᶉᶪ重要ᶉ機能ᶆᵸᲿ徳島及ᶒ関連ᵸᶪ地域ᶍ自然ᶣ歴史᳀文化ᶊ関ᵸᶪ基礎的ᶉ調査研究᳀資料ᶍ保存ᶣ展示᳀ᲽᲽᲽᲽᲽ普及教育活動

等ᶊ関ᵸᶪ博物館学的調査研究ᶱ行ᵥᶇᶇᶡᶊ᳀成果ᶍ博物館ᶍ諸活動ᶗᶍᷧᶵ᳐ᷛᷢᷕ᷁ᶱ図ᶩᶝᵸᲿ



研究活動 推 獲得 研究活動 推進 図 民間研究助成金獲得状況 0件 0件

進

3．展示

  中期活動目標 項目 中期活動目標 内容 評価指標 指標 目標値 14年度実績 15年度実績

3-1 常設展 改善 充 新 資料 追加 研究成果 反映 展示技法 改 常設展観覧者数 40,000人/年 37,349人 39,797人

実 善 常設展 改善 充実 図 観覧者 率 13年度65 以降

観覧者 満足度 70 13年度88 以降

展示改善 実施状況 5件

3-2 多様 企 収蔵資料 特色 調査研究成果 活 企画展観覧者数 15,000人/年 13,325人 3回 24,877人 3回

画展 計画的開催 県民 反映 多様 企画 観覧者 満足度 80

展 計画的 開催 企画展 検討状況

3-3 収蔵資料 公開促 企画展 特別陳列 部門展示 人文 特別陳列等 開催回数 10回 特3･部4･ 3 10回 特4･部5･ 1 12回 特4･部5･ 3

進 企画展示室 展示等 多様 展示 行 収蔵資 企画展示室活用回数 企画展以外 1回/年 2回 特陳 1回 特陳

有効利用 料 公開促進 企画展示室 有効利用 図

3-4 館外 展示 促 移動展 展示 貸出等 館外 移動展等 実施状況 1回/年 1回 昆虫 世界 0回

進 展示 促進 県内 博物館施設 支援 ﾊﾟｯｹｰｼﾞ展示 貸出数 1件/年 0回 1回 海南町立博 化石

3-5 展示解説等 推進 図録 解説書 発行 学芸員 受付案内員 展 図録等 発行状況 企画展図録3 企画展図録2

示解説等 観覧者 展示 理解 楽 展示解説等 実施状況 企画展 特陳解説12回 企画展解説6回

手助 第2･4土 第2･4土

箱 使 解説

3-6 常設展 開館20周年 平成22年 常設展 向 先進館調査1館 先進館調査2館

向 取 目標 館内 検討 進 関係方 進捗状況

組 推進 面 理解 得 努力 継続

4．普及教育

  中期活動目標 項目 中期活動目標 内容 評価指標 指標 目標値 14年度実績 15年度実績

4-1 県民 反 県民 対応 多様 普及行事 企画 普及行事実施回数 70回/年 70回 72回

映 多様 催 多様 学習機会 提供 移動講座等 普及行事参加者数 3,000人/年 3,414人 4,501人

実物資料ᶣ最新ᶍ情報ᶊ基ᶄᵬ᳀徳島及ᶒ関連ᵸᶪ地域ᶱᶎᵷᶠ世界ᶍ自然ᶣ歴史᳀文化ᶊᶃᵣᶅ幅広ᵮ展示ᵶ᳀楽ᵶᵮ学ᶘ᳀新ᵶᵣ発見ᶣ家族ᶍᶔᶫᵡᵣᲽᲽᲽᲽᶍᵬᶂᵪᵰᶇᶉᶪ

場ᶱ創出ᵶᶝᵸᲿ

収蔵資料ᶣ学芸員ᶍ能力ᶱ活ᵪᵶ᳀自然ᶣ歴史᳀文化ᶊᶃᵣᶅ体験ᵶᵾᶩ᳀楽ᵶᵮ学ᶕᵲᶇᵫᶆᵬᶪ多様ᶉ学習機会ᶱ提供ᵸᶪᵲᶇᶊᶧᶩ᳀県民ᶍ生涯学習ᶱᲽᲽᲽᲽ支援ᵶᶝᵸᲿᶝ

ᵾ᳀学校教育ᶱ積極的ᶊ支援ᵶᶝᵸᲿ



開催 活動 積極的 取 組 参加者 満足度 満足 者 割合80

活動数 3回/年 移動講座4回 移動講座2回

4-2 学校教育支援事業 学校 資料貸出 出前授業 教員研修 職場体験 学校教育支援事業件数 出前授業15件/年 11件 18件

推進 受 入 等 学校教育 支援 資料貸出15件/年 12件 10件

他 20件/年 18件 19件

教員 生徒 満足度 80

4-3 出 身近 自然 歴史 文化 関 理解 手助 出版状況 1冊/年 0冊 0冊

版等 促進 出版 新聞 雑誌等 解 普及記事 執筆数 20件/年 12件 31件

説記事 執筆 進

4-4 友 会活動 充実 友 会 指導 育成 努 自主的 活 友 会会員数 500人/年 425人 419人

活性化 動 支援 友 会活動 充実 活性化 図 会員 継続率 前年度会員 70 73

友 会行事実施回数 10回 12回 10回

常設展 企画展観覧者率 50 27.6

5．シンクタンクとしての社会貢献

  中期活動目標 項目 中期活動目標 内容 評価指標 指標 目標値 14年度実績 15年度実績

5-1 利用 来館 相談 手紙 電話 質 件数 300件/年 264件

者 拡大 問等 親切 対応 何 相談

博物館 評価 定着 図

5-2 講師派遣等 推進 他機関 主催 講演会 研修会等 学芸員 講師 講師派遣等 件数 15件/年 9件 12件

派遣 講演会等 受講者数

5-3 自治体等 政策課 各種検討委員会委員等 自然環境保全 文化 各種委員会委員 受諾数 15件/年 15件 21件

題 提言 財保護等 関 自治体等 政策課題 提言 行

5-4 大学教育 寄与 大学 非常勤講師 受諾 学生 院生 研究指導 非常勤講師 受諾状況 3件/年 4件 3件

博物館実習生 受 入 等 大学教育 寄与 博物館実習生 受入状況 20人/年 8大学 23人 11大学 25人

学生 院生 指導状況

5-5 学会 研究会 運 学会 研究会 博物館 開催 役員 各種 学会 研究会 開催状況 3回 植物談話会12回 6回 植物談話会12回

営 寄与 委員等 引 受 学会等 活動 貢献 学会役員等 状況

5-6 民間団体等 専 博物館 蓄積 専門知識 幅広 活 各 各種機関 団体等 連携

門知識 提供 種民間機関 団体等 連携 進 状況

5-7 博物館施設 連携 県内 中核的博物館 博物館施設 助言 他館協議会委員等 受諾状況 4件 4件

博物館ᶎ᳀博物館活動ᶱ通ᵷᶅ様ᶉ資源᳖資料᳂情報᳂学芸員ᶍ知識᳗ᶱ蓄積ᵶᶅᵣᶪ᷉ḅ᷁᷑ḅ᷁ᶆᵸᲿᵲᶫᶨᶱ活用ᵶ᳀自治体ᶣ地域社会᳀学会等ᶍᲽᲽᲽᲽ事業推進ᶊ貢献ᵶᶝ

ᵸᲿ



強化 貢献 行 県博物館協議会 活動等 通 博 連携事業 実施状況

物館施設 連携強化 尽力

6．情報の発信と公開

  中期活動目標 項目 中期活動目標 内容 評価指標 指標 目標値 14年度実績 15年度実績

6-1 積極的 資料提供 企画展 普及行事 案内 博物館 関 資料提供件数 30件/年 25件 25件

推進 情報 積極的 資料提供 努 取材報道件数

6-2 様 広報関係出版物 内容改善 配布 開拓 広報手段 新規開拓状況 道 駅 ﾎﾟｽﾀｰ掲示 ｽｰﾊﾟｰ ﾎﾟｽﾀｰ掲示

活用 広報活 出演 新聞 雑誌 寄稿 行 様 出演等件数 15件/年 12件 6件

動 強化 活用 広報活動 強化 ﾒｰﾙｻｰﾋﾞｽ登録件数 500人/年 393人 430人

6-3 情報発信 推進 学 数 32,000件/年 28,000件 31,000件

情報発信 推 芸員 積極的 情報発信 促 新規 数 30 /年

進 充実 図 内容 更新頻度 月3回以上

7．マネージメント（経営）

  中期活動目標 項目 中期活動目標 内容 評価指標 指標 目標値 14年度実績 15年度実績

7-1 利用 博物 案内表示 化 安全対策 点検 改善 状況 新 掲示板 設置

館 施設 等 配慮 高齢者 障害者 快適 安全

改善 利用 施設 日常的 点検 改

善 行

7-2 博物館認知度 向 博物館活動 活性化 広報 強化 県内及 県民 博物館利用状況

上 利用者層 拡 近隣地域 博物館 認知度 高 博物館利用者 県外利用者 割合 貝化石 9.1 歴史 決 戦

大 範囲 拡大 利用者増 結 海道 14.9 11.3

古代 9.4 15.3

7-3 県民参画 仕組 友 会会員 等 様 博物館活 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ導入事業数 1回 5回

博物館運 動 県民参画 仕組 検討 行 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動参加者数 3人 13人

営支援組織 友 会 母体 博物館 運営支援組織 運営支援組織 検討状況 大阪市立自然史博 兵庫

方等 検討 方 NPO法人設立 含 検討 県立人博 NPO調査

7-4 設置者 理解 博物館 使命 当館 果 幅広 役割等 博物館予算 状況 2月補正後143,140千円 2月補正後136,497千円

獲得 対 県及 県教育委員会 理解 得

財政的支援等 得 努力

7-5 防災意識 向上 地震等 自然災害 火災 盗難 人 発生等 防災訓練 実施状況 防火避難訓練 回 防火 地震避難訓練 回

利用ᵶᶣᵸᵣ博物館ᶇᵸᶪᵾᶠᶍ施設ᶍ改善᳀博物館活動ᶗᶍ県民参画ᶍ仕組ᶞᶄᵮᶩᶍ検討᳀職員ᶍ意識改革ᶇ資質ᶍ向上᳀適切ᶉ博物館評価᷉᷋ᷘᷲᶍᲽᲽᲽᲽ確立等ᶊᶧᶩ᳀

博物館活動ᶍ改善ᶇ活性化᳀利用者ᶍ増大ᶱ図ᶩᶝᵸᲿ

博物館ᶍ催ᵶ物案内等ᵿᵰᶆᶎᶉᵮ᳀博物館活動ᶊ関連ᵸᶪ様ᶉ情報ᶱᶧᶩ多ᵮᶍ人ᶊ知ᶂᶅᶡᶨᵣ᳀博物館ᶱ有効ᶊ活用ᵸᶪ利用者ᵫ増ᵧᶪᶧᵥ᳀ᲽᲽᲽᲽᲽᲽᶶḅ᷑᳐ᷟᷕᷚᶣ様

ᶉᷳᷙᶵᶴᶱ通ᵷᶅ積極的ᶊ情報ᶱ発信ᵶᶝᵸᲿ



危機管理体制 強 備 文化 森他館 協力 防災意識 向上 危 危機管理 整

化 機管理体制 強化 図 備状況

7-6 職員 意識改革 職員 博物館 社会的役割及 当館 使命 認識

資質 向上 博物館活動 活性化 健全 経営 主体的 取

組 意識改革 資質 向上 図

7-7 博物館評価 博物館活動 中期活動目標 基 自己点検評価 中期活動目標 状況 素案 作成 検討

構築 博物館協議会 外部評価 結果 公開 適 自己点検評価 状況

切 博物館評価 確立 博物館活動 改 外部評価 状況

善 役立
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